
先
日
、
お
ぢ
ば
で
は

「
立
教

年

学
生
生

185

徒
修
養
会

大
学
の
部｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
ぢ
ば
と
い
う

尊
い
場
所
で
、
教
祖
の
御
教
え
に
触
れ
、

数
多
く
の
仲
間
と
絆
を
深
め
合
う
と
と

も
に
、
教
え
の
実
践
に
向
け
て
歩
み
だ

す
機
会
と
な
る
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

育
成
行
事
で
す
。

多
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
の
行

事
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
係
か
ら
成
り
立
ち
、

多
く
の
努
力
と
工
夫
と
連
携
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
伝
え
る
側
の
多
く
の
努
力
と

工
夫
が
、
育
成
を
よ
り
堅
固
な
も
の
に

す
る
と
よ
く
よ
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

と
こ
ろ
で
す
。

立
教

年
の
「
み
ち
の
と
も
」
の
イ

184

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
表
統
領
先
生
は
「
一
人

ひ
と
り
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
、
そ
し
て

相
手
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
し
っ
か

り
理
解
さ
せ
て
も
ら
う
姿
勢
で
接
す
る

こ
と
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
「
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部
」
は

三
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
第
一
回
、
第
二
回
と
も
に
非
常
に

多
く
の
学
生
が
お
ぢ
ば
に
帰
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
が
、
中
に
は
参
加
で
き
な
か
っ

た
学
生
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

以
前
に
も
増
し
て
、
教
区
、
直
属
の
担

当
者
の
方
々
は
学
生
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
よ
う
か
真
剣

に
考
え
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私

も
東
京
教
区
学
生
担
当
委
員
長
を
務
め

な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
一
人
で
悩
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

「
学
生
生
徒
修
養
会
」
と
同
様
に
、
一

人
で
は
な
く
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
で
育
成

に
関
わ
る
の
が
、「
高
校
生
の
集
い

ま
な

び
ば
」
で
す
。
各
教
区
で
の
規
模
の
違
い

こ
そ
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
特
色
を
存
分

に
生
か
し
、
真
剣
に
高
校
生
の
育
成
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

数
年
前
に
、
東
京
教
区
で
は
本
部
が
提

示
す
る
「
ま
な
び
ば
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
が
非
常
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
ら
、

高
校
生
以
外
に
も
通
用
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
事
前
研

修
の
期
間
に
「
大
人
も
ま
な
び
ば
」
と
題

し
て
、
大
学
生
を
は
じ
め
、
関
東
の
育
成

に
関
わ
る
多
く
の
先
生
方
に
も
ご
参
加

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。私

も
参
加
し
た
一
人
で
す
が
、道
の
諸
先
輩

方
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
グ
ッ
と
入
り
込
ん

で
、打
ち
解
け
て
い
く
さ
ま
に
思
わ
ず
目

を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
「
ま
な
び
ば
」
の
テ
ー

マ
は
「
た
す
け
あ
い
」
で
す
。
全
国
的
に

も
い
ま
だ
感
染
状
況
が
危
ぶ
ま
れ
る
地

域
も
あ
る
中
で
、開
催
に
向
け
て
動
き
出

す
こ
と
も
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
学
生
担
当
者
一
人
ひ
と
り
の
努

力
と
工
夫
に
よ
っ
て
、
更
に
は
、
道
に
つ

な
が
る
お
互
い
の
た
す
け
合
い
を
も
っ

て
、全
国
各
地
の
高
校
生
が
「
ま
な
び
ば
」

に
参
加
で
き
る
よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

令和 4年 学生担当委員会 活動方針 「共に教祖のようぼくに育つ」
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1

担
当
者
活
動
部

委
員

小
西

祥
治

・
期
日

立
教

年
４
月

日

185

25

・
時
間

時

分
受
付

時
開
始

15

30

16

・
場
所

教
庁
４
階
講
堂

教
区

・
沖
縄

４
月
２
日

時
～

教
務
支
庁

12

直
属

・
北
陸

４
月

日

時

分
～

大
教
会

16

11

30

去
る
２
月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「
二

25

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。

19

68
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4
「

努

力

と

工

夫

を

重

ね

て

育

成

を

」

4

事
務
局
連
絡
会

担
当
者
報
チ
ー
ム
会
議

学
生
連
絡
会

《
立
教

年
２
月

日
～
３
月

日
》

185

16

15

２
月

日
17

教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会

・
香
川

２
月
４
日
～
９
日

名
125

各
支
部
に
て
動
画
視
聴

茶
谷
良
佐
委
員
長

・
京
都

２
月
６
日

名
18

辻
雄
二
郎
副
委
員
長

直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会

・
本
愛

２
月

日

大
教
会

名

13

200

清
水
慶
政
委
員
出
向

・
松
阪

２
月

日

大
教
会

名

20

80

中
山
正
直
委
員
出
向

・
笠
岡

２
月

日

大
教
会

名

21

75

小
西
祥
治
委
員

・
飾
東

２
月

日

大
教
会

名

22

150

小
塚
嗣
夫
委
員
出
向

・
越
乃
國

２
月

日

大
教
会

名

23

90

清
水
学
委
員
出
向

・
生
野

２
月

日

大
教
会

名

23

100

越
知
久
輝
委
員
出
向

・
中
和

２
月

日

大
教
会

名

24

75

深
谷
太
清
委
員
出
向

日
18

日
21

日
24

日
25

３
月
１
日

２
日

７
日

８
日日

12
日
13

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

編
集
部
部
会

勉
強
会
チ
ー
ム
会
議

担
当
者
活
動
部
部
会

委
員
会

例
会

担
当
者
活
動
部
部
会

学
生
部
部
会

勉
強
会
チ
ー
ム
会
議

学
修
大
学
の
部

第
１
回

ス
タ
ッ
フ
直
前
研
修

学
修
大
学
の
部

第
１
回（

～
６
日)

学
修
大
学
の
部

第
２
回

ス
タ
ッ
フ
直
前
研
修

学
修
大
学
の
部

第
２
回（

～

日)

12

勉
強
会
チ
ー
ム
会
議

学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
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青

空

私
は
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局

学
生
部
局

員
と
し
て
二
年
間
の
ご
用
を
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
二
年
間
は
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の

部
」
や
「
大
学
の
部
」
、「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が

え
り
」
な
ど
多
く
の
行
事
が
中
止
、
ま
た
、
規

模
縮
小
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
行

事
が
中
止
と
な
り
、
思
う
よ
う
に
動
け
な
い

日
々
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使

用
し
て
の
行
事
開
催
な
ど
、
新
し
い
試
み
を
考

え
る
渦
中
に
加
え
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
私
の

大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

立
教

年
度
に
入
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
行
事

184

だ
け
で
は
な
く
、
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
実

行
委
員
会
の
学
生
を
中
心
に
「
立
教

年

春

185

の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
へ
向
け
て
の
準
備
が

始
ま
り
ま
し
た
。
本
部
中
庭
に
集
ま
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
、
開
催
で
き
る
の
か
、
開
催
で
き

る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
か

な
ど
、
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
た
日
々
か
ら

は
試
行
錯
誤
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
学
生
担
当
委
員
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

学
生
部
局
員

野
村
か
な

「
立
教
百
八
十
五
年

学
生
生
徒
修
養
会
大
学
の
部
」
開
催
報
告

去
る
３
月
２
～
６
日
、
８
～

日
の
二
回

12

に
分
け
て
「
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部
」

を
開
催
。

名
（
第
１
回
：
男
子

名
、
女

498

175

子

名

計

名
、
第
２
回
：
男
子

名
、

114

289

113

女
子

名

計

名
）
の
大
学
生
が
受
講
し

96

209

た
（
ス
タ
ッ
フ

名
）。

210

本
年
の
学
修
で
は
、
マ
ス
ク
必
着
や
常
時

の
換
気
、
朝
夕
の
体
温
測
定
、
食
事
時
の
黙

食
、
看
護
師
の
常
駐
、
各
所
、
各
部
屋
の
消

毒
と
い
っ
た
徹
底
し
た
感
染
対
策
を
講
じ
た

上
で
開
催
し
た
。

今
回
は
宿
舎
数
の
都
合
か
ら
、
参
加
回
数

で
分
け
ず
、
全
学
年
を
混
合
さ
せ
た
班
体
制

を
と
り
、「
い
さ
み
塾
」（
７
・
８
・
９
母
屋
）

と
「
よ
ふ
き
塾
」（

母
屋
）
の
二
塾
体
制
で

38

実
施
し
た
。
お
引
き
寄
せ
い
た
だ
い
た
学
生

た
ち
は
、
共
同
生
活
を
通
し
て
絆
を
深
め
合

い
な
が
ら
、
『
ひ
の
き
し
ん

～
感
謝
を
実
践

に
～
』
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
共
に
語
り
合
い
、

励
ま
し
合
い
つ
つ
、
親
神
様
の
懐
に
抱
か
れ

な
が
ら
、
教
祖
の
御
教
え
に
触
れ
る
充
実
し

た
五
日
間
を
過
ご
し
た
。

初
日
。
緊
張
と
不
安
と
期
待
が
交
差
す
る

な
か
開
講
式
を
迎
え
た
学
生
た
ち
は
、
そ
の

後
、
各
塾
で
の
心
を
ほ
ぐ
す
楽
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
同
班
の
仲
間
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
次
第
に
打
ち

解
け
合
っ
た
。

二
日
目
。
学
修
最
初
の
『
講
話
』（
塾
別
）

で
は
「
お
道
の
素
晴
ら
し
さ
～
か
し
も
の
・

か
り
も
の
～
」
と
題
し
て
、
親
神
様
の
ご
守

護
や
お
働
き
を
学
ん
だ
。

三
日
目
。
三
つ
の
テ
ー
マ
の
講
話
か
ら
一

つ
を
選
ぶ
『
選
択
講
話
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
道
の
ご
用
に
活
躍
さ
れ
る
講
師

陣
の
お
た
す
け
話
に
聴
き
入
っ
た
。
さ
ら
に

『
塾
長
講
話
』
の
「
ひ
の
き
し
ん
に
向
け
て
」

を
聴
き
、
そ
の
後
の
ふ
り
か
え
り
に
お
い

----------------------------------------------------------------------

て
、
四
日
目
の
実
践
に
向
け
て
の
心
を
作
っ
た
。

四
日
目
。
い
よ
い
よ
今
回
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
『
ひ
の
き
し
ん
』
を
通
し
て
、
感
謝
の

心
を
実
践
に
表
し
、
続
く
『
委
員
長
講
話
』
で
日
々

の
ひ
の
き
し
ん
の
実
践
に
つ
な
げ
る
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
尚
、
ひ
の
き
し
ん
で
は
、
神
殿
ト
イ
レ

掃
除
、
殿
内
や
教
祖
殿
の
畳
拭
き
な
ど
、
尊
い
お

ぢ
ば
の
伏
せ
込
み
を
行
っ
た
。

最
終
日
の
『
閉
講
式
』
で
は
、
表
統
領
中
田
善

亮
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
代
表
者
に
修
了
証

書
が
授
与
さ
れ
幕
を
閉
じ
た
。

こ
の
度
の
学
修
で
受
講
生
の
み
な
ら
ず
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
も
、
ひ
の
き
し
ん
の
意
義
を
再
確
認

し
、
感
謝
を
実
践
に
表
す
五
日
間
を
過
ご
し
た
。

誠
の
心
で
人
材
の
育
成
に
つ
と
め
る
中
で
、
「
共

に
育
つ
」
道
の
育
成
の
精
神
を
見
落
と
す
こ
と
な

く
、
今
後
も
信
仰
を
伝
え
る
学
修
の
発
展
に
努
め

て
い
き
た
い
。

----------------------------------------------------------------------


